
1 

 

第２期宮城県教育振興基本計画の改定について 
 

１ 改定の趣旨                                                        

本県では，教育の振興に関する施策の総合的かつ体系的な推進を図るため，平成２９年３月に「第２期宮城県教育振興基本計画」（計

画期間：平成２９年度～令和８年度）（以下「第２期計画」という。）を策定し，これを「教育等の振興に関する施策の大綱」として位置

付け，本県教育の柱である「志教育」の推進をはじめとする様々な施策に取り組んできた。 

近年，大規模自然災害の頻発や新型コロナウイルス感染症の蔓延に代表されるように，今後の先行きが不透明な予測困難な社会の中

で，未来を切り拓く力の育成が求められている。また，誰もが生きがいを持って暮らすことができる地域社会の構築に向け，他者の多

様性を尊重しながら，互いに高め合う環境づくりが必要になっている。 

このような中，教育を巡る状況についても大きく変化しており，新学習指導要領の実施に伴う「主体的・対話的で深い学び」の実現

や，教育機会確保法に基づく個々の不登校児童生徒の状況に応じた支援の実施，教育ＤＸの推進等への対応が求められているとともに，

多様で複雑化する教育ニーズに応えていくことが重要な課題となっている。 

今回，計画策定後に生じた様々な変化に対応しながら，本県の課題である学力，体力・運動能力の向上，不登校児童生徒への支援の取

組の充実・強化を図るなど，本県における教育施策の方向性等を整理する必要があることから，国が現在策定を進めている新たな教育

振興基本計画等を踏まえ，第２期計画を改定するものである。 

 

２ 計画の位置付け                                                      

本計画は，本県教育の振興に関する施策の総合的かつ体系的な推進を図るため，本県教育の目指すべき姿を明確にし，それに向けて

講ずべき施策の方向性等を示す計画であり，教育基本法第１７条第２項の規定に基づき地方公共団体が策定する計画として位置付けら

れるものである。 

また，地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１条の３に規定する「教育等の振興に関する施策の大綱」として位置付けられる

ものである。 

 

＜参考：策定根拠等＞ 

 

【策 定 根 拠】 教育基本法第１７条第２項 
【策 定 主 体】 宮城県・宮城県教育委員会 
【計画の概要】 本県教育の目指す姿と５つの目標を明示し，実現に向けた施策として１０ 
          の基本方向と３５の取組を記載 
          進行管理のため３年程度のアクションプランを別途策定し，計画を推進 

第２期宮城県教育振興基本計画 

【策 定 根 拠】 地方教育行政法第１条の３ 
【策 定 主 体】 知事 
【現在の大綱】 第２期宮城県教育振興基本計画を 
          大綱として位置付け（H29.7 第６ 

          回総合教育会議で協議の上決定） 

教育等の振興に関する施策の大綱 
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３ 計画期間                                                         

本計画は，平成２９年度から令和８年度までの１０年間の計画だったが，今後は国の教育振興基本計画との連動性を確保していくた

め，計画期間を２年間延長し，令和１０年度までの１２年間の計画とする。 

 

＜参考：国計画期間との関係＞ 

 

 

 

４ 改定に当たっての基本的考え方                                               

（１）第２期計画の理念の継承と策定後の状況変化への対応 

   第２期計画で掲げる「目指す姿」と５つの「計画の目標」等を継承しながら，制度改正やコロナ後の急速なデジタル化の動きなど

本県教育を巡る状況変化に対応するとともに，現計画で課題が見られる取組の充実・強化を図る。あわせて，国の新たな教育振興基

本計画及び「新・宮城の将来ビジョン」の方向性を踏まえ改定を進める。 

 

＜参考：第２期計画における目指す姿等＞ 

 
 

第２期宮城県教育振興基本計画

（計画期間：H29～R8 R10）

国の教育振興基本計画

R10 R11 R12～R4 R5 R6 R7 R8 R9R3H29 H30 R1 R2

第２期

第２期改訂版

第３期 第４期（策定中） 第５期

第３期

 学校・家庭・地域の強い絆のもとで，多様な個性が輝き，

ふるさと宮城の復興を支え，より良い未来を創造する高

い志を持った，心身ともに健やかな子供が育っています。 

 そして，人々が生きがいを持って，生涯にわたり，多様に

学び，交流する中で，豊かな文化と活力のある地域社会が

形成されています。 

目標１ 自他の命を大切にし，高い志と思いやりの心を持つ，心身ともに健やかな人間を育む。 

目標３ ふるさと宮城に誇りを持ち，東日本大震災からの復興，そして我が国や郷土の発展を支える人 

間を育む。 

目標４ 学校・家庭・地域の教育力の充実と連携・協働の強化を図り，社会全体で子供を守り育てる環 

境をつくる。 

目標２ 夢や志の実現に向けて自ら学び，自ら考え行動し，社会を生き抜く人間を育む。 

目標５ 生涯にわたり学び，互いに高め合い，充実した人生を送ることができる地域社会をつくる。 
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（２）知事部局と教育委員会の連携 

本計画の対象は，知事部局所管の事務事業と教育委員会所管の事務事業を包含することから，知事を本部長とし，教育長を含む関係

部局長からなる「宮城県教育振興基本計画推進本部」を設置し，同本部会議での検討を経ながら改定を進める。 

あわせて，本計画は「教育等の振興に関する施策の大綱」として位置付けられることから，「宮城県総合教育会議」において，知事

及び教育委員会の協議・調整を図る。 

 

（３）有識者や県民意見の反映 

本計画の策定に当たっては，本県教育の振興に関する施策の総合的な計画であることを踏まえ，知事及び教育委員会の附属機関と

して設置された「宮城県教育振興審議会」に諮問する。また，県民の意見を本計画に反映させるため，圏域別意見交換会，パブリック

コメント等を実施する。 

 

 

５ 改定作業実施体制                                                     
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６ 改定イメージ                                                       
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７ 改定スケジュール                                                     

 総合教育会議 教育振興基本計画推進本部 教育振興審議会 その他 

令
和
４
年 

12 月 宮城県総合教育会議 

・教育大綱（第２期計画）の改定に 

ついて 

   

令
和
５
年 

 

１月 第１回推進本部会議 

   ・第２期計画の改定について 

・第２期計画の進捗状況等を踏まえ 

 た今後の施策展開について 

  

 ※ ワーキンググループ会議を随時実施 

２月 第１回教育振興審議会 

・委員の委嘱，任命，諮問 

・第２期計画の改定について 

・第２期計画の進捗状況等を踏まえ 

た今後の施策展開について 

 

   
６月 圏域別意見交  

     換会（５圏域） 

  

８月 第２回教育振興審議会 

・圏域別意見交換会の結果報告 

・中間案の検討 

 

８月 宮城県総合教育会議 

・教育大綱（第２期計画（改訂版）） 

中間案について 

   

   
９月～10 月     

パブリックコメント  

  

11 月 第３回教育振興審議会 

・パブリックコメント等の結果報告 

・答申案の検討 

 

  12 月 答申  

令
和
６
年 

 

１月 第２回推進本部会議 

・第２期計画（改訂版）案について 

   →県議会提案 

  

１月 宮城県総合教育会議 

・教育大綱（第２期計画（改訂版）） 

案について 

   

３月 大綱（第２期計画）改定 ３月 第２期計画改定   

 


